
女性の就職支援事業事業 【池田市】

令和5年に実施した市民意識調査では、女性の就業形態は非正
規雇用が多く、専業主婦の割合も男性と比べて高くなっている。
・今後仕事につく上で、家事・育児・介護との両立について不安に
感じている女性の割合が男性に比べ高くなっている。
・女性が働き続けるために「男性の家事・育児・介護等への積極的
参加が必要である」と半数近くの男女が回答している。

地域の実情と課題

・ハローワークにチラシの配架を依頼し、広報・宣伝について連携
を行った。
・全回ハローワーク見学のもと事業を実施し、プログラムのうち1回
をハローワーク（マザーズコーナー担当者）に講師を依頼した。

連携団体

・家族とじっくりと対話しながら自身の働き方を考えることを狙いと
し、長期的なプログラムを設定したが、参加者の事情やモチベー
ションが変化したためか、参加者数が減少していった。そのため、
R7年度では短期に集中し、かつ全日程参加を必須条件としない内
容で、すぐに働きたい女性を対象としてプログラムを実施する内容
を検討。講座終了後は、ハローワークと連携しスキルアップ講座等
の案内を行い継続的なフォローを行う必要がある。

今後の課題

・30代の参加が多く、自己分析や時間の作り方など、具体的な講
義により元気ややる気が出たと、アンケート結果は好評だった。
・少人数での実施となり、講師と参加者がゆったりとしたペースで
話し、自分の人生について考えられる時間を作ることができた。

事業の効果

・専業主婦の方、あるいは結婚や育児で離職した女性の就職・再
就職を支援する。
参加者数 6人（目標10人）
就労した者の割合：33％（目標50％）

目的・目標

・参加者自身が就職について時間をかけて考えたり、また家族と
の対話ができるよう月1回ペースの開催とした。
・育児中の方も参加できるよう、保育付きで実施した。

事業の特徴

個別事業費 199 千円

交付金額 99 千円

事業番号 2



事業の概要

〈概要〉
出産や子育てなどの理由で就労を中断し、これから就職・再就職

をめざす女性を対象に、就労と子育てとの両立に関する不安を解消
するため、自分らしい働き方を考える機会を提供し、就労に向けたス
タートを応援する。

対象：子育て世代の女性、就労を考えている女性
期間：7月から11月の4日間 
定員：10名
参加者：延べ17名
内容 
第1回：7/8(月) 「働くことをイメージしてみよう」
第2回：8/5(月) 「時間を生み出すタイムマネジメント術」
第3回：9/9(月) 「自分のキャリアについて考える」
第4回：11/11(月) 「宣言！これからの私らしい働き方」 

IDCおしごとカフェ ～働くことについて考えてみませんか？～
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